
彩
色
図
あ
り
。
二
カ
所
に
脱
文
が
認
め
ら
れ
る
。
武
田
科
学
振
興
財

団
蔵
。３

、
旧
横
山
本
長
府
毛
利
編
纂
所
原
稿
用
紙
を
使
用
。
二
十
字

詰
め
二
十
行
、
十
二
枚
。
図
な
し
。
脱
落
や
や
多
し
・
東
京
都
立
中

央
図
書
館
蔵
。

（
財
京
都
工
場
保
健
会
）

一
九
八
四
年
八
月
末
、
演
者
は
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
大
学
の
図
書
館
に
お
い
て
］
．
シ
、
悶
巨
冒
巨
叩
著
少
目
さ
目
印
、
‐

胃
弓
号
⑦
扁
冒
（
一
七
四
五
）
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
が
、
写
真
撮

影
、
複
写
は
厳
禁
で
あ
っ
た
。
同
書
の
一
七
三
二
年
版
を
持
ち
合
わ

せ
て
お
ら
ず
、
両
者
を
直
接
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

本
書
の
扉
。
ヘ
ー
ジ
に
は
次
頁
の
よ
う
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
同
書
の
一
七
三
二
年
版
（
大
烏
蘭
三
郎
所
蔵
）
の
そ
れ
と
比
較
し

た
。

単
語
の
配
列
に
一
部
変
化
が
み
ら
れ
、
出
版
地
及
び
出
版
社
名
が

異
な
っ
て
い
る
。

記
憶
を
た
ど
り
つ
つ
図
譜
の
み
を
○
ご
号
凰
冒
昌
侭
①
弓
四
画
①
ロ

（
一
七
三
四
）
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
た
。
○
昌
一
①
①
鼻
寓
目
侭
①
弓
四
‐

国
①
目
（
一
七
三
四
）
は
、
現
在
わ
が
国
に
四
種
類
が
現
存
し
、
扉
。
へ

ク
ル
ム
ス
著
『
解
剖
学
表
』
一
七
四
五

の
図
に
つ
い
て

酒

井

|亘
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４
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〆
○
今
、

の
⑭
【



－
ジ
の
出
版
年
は
い
ず
れ
も
三
国
○
○
〆
閏
皆
く
（
一
七
三
四
）
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
版
を
含
め
て
内
容
の
一
部
が
訂
正
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
演
者
は
既
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
訂
正
さ
れ

た
そ
の
真
の
年
号
は
不
詳
で
あ
る
。
シ
邑
胃
○
目
印
目
①
弓
号
①
扁
口

（
一
七
四
五
）
で
は
、
訂
正
さ
れ
る
べ
き
図
版
が
訂
正
さ
れ
て
お
ら

ず
、
東
大
所
蔵
の
○
昌
一
①
①
烏
巨
昌
信
①
日
脚
壁
①
目
（
一
七
三
四
）
と
類

似
し
て
い
る
・

一
七
三
四
年
以
後
、
○
昌
一
①
＆
丙
匡
且
侭
①
目
四
直
の
目
が
戸
口
呉
○
‐

冒
涜
目
①
弓
号
竺
呂
と
直
接
比
較
さ
れ
た
か
、
否
か
は
定
か
で
は
な

く
、
○
具
嚴
凰
冒
且
侭
①
弓
四
国
の
ロ
の
図
版
の
訂
正
が
シ
国
呉
○
日
胃
‐

９
房
目
号
①
扁
邑
の
訂
正
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
か
、
オ
ラ
ン
ダ

に
お
い
て
独
自
に
訂
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
本
書
は
こ
れ
ら
の
点
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要
な
資
料
に
な

る
と
考
え
る
。

（
名
古
屋
大
学
医
学
部
解
剖
学
第
一
講
座
）

わ
が
国
に
お
い
て
、
四
肢
切
断
術
・
関
節
離
断
術
が
最
初
に
行
な

わ
れ
た
の
が
、
何
時
、
何
処
で
、
誰
に
よ
っ
て
で
あ
る
か
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
明
ら
か
で
な
い
。

華
岡
青
洲
と
そ
の
一
門
の
人
々
に
よ
っ
て
内
服
全
身
麻
酔
剤
を
使

用
し
て
こ
れ
ら
の
手
術
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
十
月
十
三
日
の

乳
癌
手
術
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

華
岡
青
洲
・
本
間
玄
調
・
鎌
田
玄
台
ら
の
施
行
し
た
記
録
が
今
日

残
さ
れ
て
い
る
が
、
何
れ
も
華
岡
流
の
麻
酔
剤
使
用
下
の
施
術
で
あ

っ
た
。し

か
し
全
く
華
岡
流
外
科
と
は
無
関
係
に
、
わ
が
国
で
文
化
元
年

（
一
八
○
四
）
長
崎
で
四
肢
切
断
術
が
行
な
わ
れ
た
資
料
が
あ
る
。

こ
れ
は
文
化
元
年
秋
に
オ
ラ
ン
ダ
人
外
科
医
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
る

四
肢
切
断
術

マサ号に

Yl制

原
宏
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